
地域の身近な情報や、広報「那須」の感想・意見
をお待ちしています。名前と連絡先とともに、郵
便、ファクシミリ、電子メールで下記までお寄せく
ださい。
■送付先　総務課広報広聴係
　〒329‐3292　那須町大字寺子丙3－13
　Fax 72-1133　　  koho@town.nasu.lg.jp

町
消
防
団
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
団

長
を
務
め
る
鈴
木
一
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

―
活
動
内
容
は

消
防
署
や
警
察
署
、
町
な
ど
か
ら
の

要
請
に
応
じ
て
、
通
常
時
は
防
災
訓
練

へ
の
参
加
や
夜
警
に
よ
る
防
犯
活
動
、

災
害
時
な
ど
は
救
助
・
救
急
活
動
や
避

難
活
動
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
車
両
や

火
器
の
点
検
の
ほ
か
、
音
楽
隊
に
よ
る

活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
活
動
状
況
は

現
在
6
1
1
人
の
団
員
が
い
ま
す
。

多
く
の
団
員
は
、
他
に
仕
事
を
持
ち
な

が
ら
、
緊
急
時
に
は
昼
夜
を
問
わ
ず
消

防
団
の
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
輸
血
用
血
液
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
役
に
立
て
れ

ば
と
の
思
い
か
ら
、
昨
年
６
月
と
今
年

２
月
に
は
献
血
に
も
協
力
し
ま
し
た
。

―
課
題
は

全
国
的
な
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、

人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り
消
防
団
に
加

入
す
る
人
が
減
っ
て
い
ま
す
。
消
防
力

を
落
と
さ
ず
に
効
率
の
良
い
活
動
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
一
緒
に

活
動
す
る
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

―
町
民
の
皆
さ
ん
へ

団
員
の
家
族
や
職
場
な
ど
の
理
解
と

支
え
が
あ
り
活
動
で
き
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
安
心
、安
全
な

暮
ら
し
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

出句は楷書でお願いします。判別できない場合は掲
載になりませんのでご注意ください。
また、電話番号の記入をお願いします。
■締切り　５月２１日（金）
■俳句の送付先
〒329‐3222　那須町大字寺子丙3‐166

　田中　義郎　☎７２－５０４４
■短歌の送付先
〒329‐3292　那須町大字寺子丙3-13
総務課広報広聴係　☎７２－６９０１

那須文芸への出句についてあなたの「声」を聞かせてくださいあなたの「声」を聞かせてください

鈴木　一さん（三ケ村）
町消防団団長

No.5

今月の今月の
地域のために活動する人や

団体を紹介します

人

俳　句短 歌 ◎
今
月
号
の
遊
行
柳
の
投
句
は
該
当
作
品
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

出
征
兵
送
り
し
駅
や
里
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎
瀬
　
　
汀

花
筏
疏
水
開
き
に
華
を
添
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
秀
文

桜
咲
く
岩
の
精
華
や
観
世
音
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
慶
子

久
々
に
夫
が
夢
見
に
春
の
宵
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
君
江

般
若
心
経
一
心
に
読
む
春
の
宵
　
　
　
　
　
　
　
高
久
　
巻
江

春
の
宵
呑
む
口
実
は
無
く
も
良
し
　
　
　
　
　
　
丹
野
　
セ
ツ

春
宵
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
最
終
話
　
　
　
　
　
　
井
上
　
博
子

今
な
ら
ば
語
れ
る
ロ
マ
ン
春
の
宵
　
　
　
　
　
　
中
込
と
し
郎

父
母
の
居
て
こ
そ
の
故
郷
百
千
鳥
　
　
　
　
　
　
杉
本
　
美
風

教
会
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ベ
ル
や
百
千
鳥
　
　
　
　
池
田
　
裕
子

た
ん
ぽ
ぽ
や
お
手
手
つ
な
い
で
園
児
帽
　
　
　
　
長
島
　
啓
子

た
ん
ぽ
ぽ
や
地
球
の
鼓
動
足
も
と
に
　
　
　
　
　
小
森
　
静
江

巻
狩
の
野
に
山
桜
に
ほ
ひ
た
る
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
照
代

ち
ふ
り
野
の
史
は
四
世
に
継
ぐ
桜
　
　
　
　
　
　
平
岡
　
丈
子

川
風
に
桜
蕊
降
る
河
川
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
慶
子

空
写
す
池
の
さ
ざ
な
み
春
の
鴨
　
　
　
　
　
　
　
角
田
富
美
子

飛
花
落
花
開
拓
農
道
五
号
線
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
川
　
光
風

糸
桜
め
ざ
す
は
下
の
水
面
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
七
海
　
英
音

桜
散
る
こ
の
世
に
未
練
な
き
如
く
　
　
　
　
　
　
田
中
　
思
楼

夕
闇
の
明
る
き
空
を
見
上
げ
れ
ば

　
高
く
光
り
て
小
さ
き
飛
行
機
　
　
　
　
　
　
　
塩
島
　
恵
子

亡
き
夫
の
愛
し
た
八
重
の
桜
咲
く

　
見
上
げ
て
問
え
ば
雲
の
動
か
ず
　
　
　
　
　
　
平
良
と
し
子

25 2021（R3）5月号　みんなの広場


